
　中日の歴史問題に関する思考―『二一世紀の東アジアと歴史問題』読後（臧）

（（

　
私
の
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ
る
田
中
仁
教
授
は
、
長
期
に
渡
っ
て

二
〇
世
紀
中
国
政
治
史
を
研
究
す
る
と
同
時
に
、
政
治
学
者
と
し
て

二
一
世
紀
以
来
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
歴
史
問
題
に
十
分
に
関
心

を
払
っ
て
き
た
。
彼
は
二
〇
一
五
年
度
に
ワ
ン
ア
ジ
ア
財
団
の
資
金
援

助
の
下
、
大
阪
大
学
法
学
部
で
特
別
講
義
を
開
設
し
、
講
師
各
位
と
の

共
同
研
究
の
基
礎
の
上
に
『
二
一
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
歴
史
問
題
―
思

索
と
対
話
の
た
め
の
政
治
史
論
』（
京
都
、
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
七

年
四
月
）
を
滞
り
な
く
出
版
し
、
本
書
の
編
者
と
し
て
総
論
を
執
筆
し

た
。
筆
者
は
幸
い
に
も
本
書
を
精
読
す
る
こ
と
が
で
き
、
読
後
に
少
し

考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
私
自
身
が
共
同
歴
史
研
究
に
従
事
し
た
経

験
か
ら
、
中
日
間
の
歴
史
問
題
に
つ
い
て
以
下
に
愚
見
を
述
べ
、
専
門

家
各
位
と
編
者
の
率
直
な
ご
教
示
を
賜
り
た
い
。

一
、
歴
史
問
題
の
出
現
と
表
現

　
中
日
両
国
は
一
衣
帯
水
の
隣
国
で
あ
り
、
古
代
に
は
か
つ
て

二
〇
〇
〇
年
余
り
の
友
好
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
世
紀
中
頃

か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
近
代
中
日
関
係
は
、
曲
折
し
て
複
雑
で
あ
る

と
言
え
、特
に
二
度
の
中
日
戦
争
（
中
国
で
は
一
般
的
に
「
甲
午
戦
争
」

「
抗
日
戦
争
」
と
分
け
て
呼
称
す
る
）
の
影
響
が
最
も
重
い
。
そ
の
勝

敗
の
結
末
は
、
そ
れ
以
前
の
半
世
紀
の
平
等
・
不
平
等
を
め
ぐ
る
両
国

関
係
を
逆
転
さ
せ
た（

1
（

。

　
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
以
後
、
中
国
国
内
の
内
戦
と
一
九
四
九
年
以

後
の
両
岸
（
中
国
大
陸
と
台
湾
）
の
敵
対
的
局
面
、
お
よ
び
国
際
的
冷

戦
と
米
日
関
係
の
制
約
に
よ
っ
て
、
東
京
裁
判
等
の
戦
後
処
理
と
過
程

を
経
た
も
の
の
、
中
日
両
国
間
の
戦
争
が
残
し
た
負
の
遺
産
や
歴
史
認

識
等
の
問
題
は
、
し
か
る
べ
く
真
摯
な
、
か
つ
徹
底
的
な
清
算
に
は
未

中
日
の
歴
史
問
題
に
関
す
る
思
考

―
『
二
一
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
歴
史
問
題
』
読
後

臧

　
　
　
　
　運

　
　祜

＝ 
討
論
の
広
場 

＝

※
論
文
末
に
は
、
必
ず
所
属
が
入
り
ま
す
。（
原
稿
に
無
い
場
合
は
（
●
所
属
●
●
）
を
入
れ
て
、
所
属
を
記
入
し
て
も
ら
う
よ
う
メ
モ
を
付
け
て
校
正
出
し
）

※
論
文
要
旨
は
、
巻
末
に
ま
と
め
て
入
り
ま
す
。
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（（

だ
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
歴
史
問
題
を
両
国
関
係
の
発
展
に
必
然

的
に
影
響
を
与
え
る
客
観
的
存
在
に
さ
せ
て
い
る（

（
（

。
一
九
七
〇
年
代
に

な
り
、
両
国
リ
ー
ダ
ー
の
高
度
に
政
治
的
な
知
恵
に
よ
っ
て
中
日
両
国

に
国
交
正
常
化
が
実
現
し
、
平
和
友
好
条
約
が
締
結
さ
れ
、
中
日
関
係

の
発
展
の
新
時
期
を
切
り
開
い
た
。

　
一
九
八
〇
年
代
以
後
、
日
本
の
歴
史
教
科
書
改
訂
（
一
九
八
二
）
や

首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
（
一
九
八
五
）
等
の
事
件
を
め
ぐ
り
、
中
日
間

に
歴
史
問
題
が
出
現
し
始
め
た
。
し
か
し
、
中
国
等
ア
ジ
ア
の
近
隣
諸

国
の
反
対
の
影
響
下
で
、
日
本
政
府
は
、
歴
史
教
科
書
問
題
に
関
す
る

「
近
隣
諸
国
条
項
」（
一
九
八
二
）
や
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
「
河
野
談

話
」（
一
九
九
三
）
を
通
し
て
、と
り
わ
け
一
九
九
五
年
に
著
名
な
「
村

山
談
話
」
を
発
表
し
、
中
日
関
係
は
冷
戦
終
結
後
の
二
〇
世
紀
末
に
至

る
ま
で
比
較
的
正
常
で
平
穏
な
発
展
を
遂
げ
た
。

　
二
一
世
紀
の
小
泉
純
一
郎
首
相
の
在
任
期
間
に
お
い
て
、
彼
は
「
村

山
談
話
」
を
継
承
す
る
と
述
べ
た
と
は
い
え
、
毎
年
靖
国
神
社
に
参
拝

し
た
こ
と
は
、中
日
関
係
に
政
冷
な
い
し
氷
点
の
局
面
を
も
た
ら
し
た
。

二
〇
一
二
年
九
月
の
安
倍
晋
三
首
相
に
よ
る
二
回
目
の
組
閣
以
来
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
二
六
日
の
靖
国
神
社
参
拝
と
二
〇
一
五
年
八
月
に

発
表
し
た
歴
史
談
話
は
、
目
下
の
中
日
関
係
の
改
善
と
戦
略
互
恵
関
係

の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
政
治
的
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
中
日
の
歴
史
問
題
は
一
九
八
〇
年
代
に

出
現
し
、
以
後
三
〇
年
余
り
の
展
開
を
経
験
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
現

在
に
至
る
ま
で
両
国
関
係
の
正
常
で
順
調
な
発
展
を
制
約
す
る
重
要
な

政
治
的
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
両
国
の
政
治
家
と
学
界
が
高
度
に
注
目

す
る
価
値
を
有
し
て
い
る
。

　
実
際
、
一
九
九
〇
年
代
以
来
、
中
日
間
の
歴
史
問
題
は
、
国
際
政
治

や
中
日
関
係
に
関
す
る
学
界
や
歴
史
家
た
ち
の
注
意
と
研
究
を
引
き
起

こ
し
て
き
た
。
学
者
た
ち
は
異
な
る
専
門
領
域
か
ら
分
析
と
論
証
を
行

い
、
歴
史
問
題
を
解
決
す
る
い
ろ
い
ろ
な
提
言
を
行
っ
て
き
た
。

　
中
日
関
係
に
お
け
る
歴
史
問
題
の
表
現
に
つ
い
て
、
中
国
の
学
者
で

あ
る
歩
平
先
生
は
一
連
の
論
著
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い

る
。
中
日
の
歴
史
問
題
は
現
実
に
お
い
て
主
に
政
治
・
感
情
・
学
術
研

究
と
い
う
、
異
な
っ
て
は
い
る
が
相
互
に
関
係
す
る
三
つ
の
レ
ベ
ル
に

お
い
て
反
映
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
の
レ
ベ
ル
の
問
題
は
ま
る
で
交
差
す

る
三
つ
の
円
の
よ
う
で
あ
り
、
完
全
に
重
な
り
合
う
こ
と
は
な
い
が
、

完
全
に
分
離
し
て
お
ら
ず
、
互
い
に
交
錯
・
影
響
し
、
非
常
に
複
雑
な

状
態
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、こ
の
三
つ
の
異
な
る
レ
ベ
ル
に
対
し
て
、

歴
史
問
題
を
解
決
す
る
処
方
を
そ
れ
ぞ
れ
提
起
し
て
い
る（

（
（

。

　
日
本
の
若
い
政
治
学
者
で
あ
る
服
部
龍
二
先
生
は
、
ま
ず
「
田
中
上

奏
文
」
を
も
と
に
、
戦
前
と
戦
後
の
日
中
両
国
の
歴
史
認
識
問
題
を
検

討
す
る
。
そ
し
て
主
体
と
媒
体
の
相
違
に
基
づ
き
、
二
一
世
紀
の
歴
史

問
題
を
政
策
・
イ
メ
ー
ジ
・
知
識
・
教
育
・
記
憶
・
感
情
の
六
つ
の
レ

ベ
ル
に
区
分
し
た（

（
（

。
こ
の
六
つ
の
区
分
は
上
に
挙
げ
た
歩
平
先
生
の
三

つ
の
レ
ベ
ル
の
区
分
と
お
お
む
ね
一
致
す
る
。

　
歴
史
学
者
と
し
て
三
〇
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
有
す
る
日
本
の
波
多
野
澄

雄
先
生
は
、そ
の
著
作
に
お
い
て
集
中
的
に
一
つ
の
問
題
を
考
察
し
た
。

そ
れ
は
、
日
本
の
よ
う
な
敗
戦
国
が
、
様
々
な
歴
史
認
識
と
戦
争
観
が

共
存
し
競
争
す
る
前
提
に
お
い
て
、
戦
争
と
植
民
地
統
治
に
端
を
発
す
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（（

る
「
歴
史
問
題
」
に
如
何
に
対
応
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る（

（
（

。
こ
れ

は
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
日
本
の
歴
史
認
識
問
題
の
焦
点
の
所
在
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

　
中
日
学
者
の
上
述
の
見
解
を
総
合
し
参
考
に
す
る
と
、
歴
史
問
題
に

お
け
る
政
治
・
感
情
・
学
術
レ
ベ
ル
に
お
い
て
現
出
し
て
い
る
複
雑
な

様
相
に
対
し
て
、
筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
二
一
世
紀
の

更
に
広
大
な
未
来
に
対
し
、
知
識
人
た
る
学
者
た
ち
は
、
学
術
レ
ベ
ル

に
お
い
て
中
日
の
歴
史
問
題
の
解
決
に
尽
力
し
、
更
に
客
観
的
で
実
証

的
な
成
果
で
そ
の
他
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
歴
史
問
題
の
解
決
に
影
響
を
与

え
先
導
す
る
こ
と
こ
そ
、
そ
の
本
分
と
責
任
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に

「
士
は
以
て
弘
毅
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
任
重
く
し
て
道
遠
し
（
士
不

可
以
不
弘
毅
、
任
重
而
道
遠（

（
（

）」
で
あ
る
。

　
こ
の
意
義
か
ら
言
え
ば
、
田
中
仁
教
授
ら
は
歴
史
問
題
に
関
わ
る
思

考
と
対
話
の
た
め
に
、
二
一
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
問
題
に
関
す
る
見

解
を
政
治
史
の
系
譜
と
し
て
広
く
読
者
に
展
開
し
た
。
そ
の
現
実
的
関

心
の
学
術
的
本
意
は
敬
服
に
値
す
る
。
本
書
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
ま

ず
祝
賀
し
た
い
。

二
、�

学
術
レ
ベ
ル
に
お
い
て
歴
史
問
題
を
解
決
す
る�

方
法
に
つ
い
て

　
中
日
歴
史
問
題
の
学
術
的
解
決
に
つ
い
て
、
筆
者
は
主
に
政
治
学
と

歴
史
学
の
二
つ
の
方
法
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
政
治
学
は
主
に
国
内
政
治
と
国
際
政
治
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
に
着
目

し
、
歴
史
問
題
を
政
治
過
程
の
一
環
と
見
な
す
。
周
知
の
通
り
、

一
九
八
〇
年
代
以
来
の
中
日
間
の
歴
史
問
題
の
発
生
と
展
開
は
、
三
〇

年
間
の
中
日
両
国
の
国
内
政
治
の
進
展
過
程
と
不
可
分
で
あ
り
、
当
然

な
が
ら
冷
戦
後
期
と
冷
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
地
域
な
い
し
国
際
政
治
の
変

遷
の
産
物
で
も
あ
る
。
中
日
の
歴
史
問
題
が
ま
ず
政
治
レ
ベ
ル
で
現
れ

て
い
る
た
め
、
我
々
は
ま
ず
政
治
学
の
理
論
と
方
法
に
よ
っ
て
考
察
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
書
の
第
一
編
は
、
主
に
二
〇
世
紀
（
中
華
民
国
、
中
華
人
民
共
和

国
時
期
）
中
国
政
治
の
発
展
過
程
に
お
け
る
歴
史
の
語
り
と
現
代
中
国

の
「
平
和
共
存
」
外
交
過
程
で
の
「
歴
史
の
語
り
」
を
論
述
し
て
い
る
。

第
二
編
は
、
二
〇
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
世
界
に
立
脚
し
、
日
本
を
中
心
と

し
て
そ
の
ア
ジ
ア
「
構
想
」
過
程
に
お
け
る
歴
史
認
識
問
題
に
力
点
を

置
い
て
論
述
し
て
い
る
。
第
三
編
は
、
東
ア
ジ
ア
共
同
研
究
と
中
国
大

陸
、台
湾
地
区
と
韓
国
の
歴
史
認
識
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
論
述
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
章
節
の
構
成
と
論
述
の
順
序
は
、
編
者
が
国
内
政
治
と
国

際
（
ア
ジ
ア
）
政
治
の
分
野
か
ら
二
一
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
の
発
展
と
歴

史
問
題
を
総
合
的
に
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
体
現
し
て
お

り
、
そ
れ
は
「
思
索
と
対
話
の
た
め
の
政
治
史
論
」
の
趣
旨
を
形
成
し

て
い
る
。

　
一
人
の
歴
史
学
者
と
し
て
、
本
書
は
十
分
な
学
術
的
意
義
を
有
し
て

お
り
、
政
治
学
の
分
野
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
問
題
を
解
決
す
る

有
益
な
模
索
で
も
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
指
摘
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
本
書
の
第
二
編
に
お
い
て
戦
後
日
本
の

ア
ジ
ア
構
想
を
論
述
し
て
い
る
も
の
の
、
二
〇
世
紀
の
戦
前
・
戦
後
か
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（（
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歴
史
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題
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に
如
何
に
対
応
す
る
か
と
い
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問
題
で
あ
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（
（

。
こ
れ

は
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
日
本
の
歴
史
認
識
問
題
の
焦
点
の
所
在
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

　
中
日
学
者
の
上
述
の
見
解
を
総
合
し
参
考
に
す
る
と
、
歴
史
問
題
に

お
け
る
政
治
・
感
情
・
学
術
レ
ベ
ル
に
お
い
て
現
出
し
て
い
る
複
雑
な

様
相
に
対
し
て
、
筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
二
一
世
紀
の

更
に
広
大
な
未
来
に
対
し
、
知
識
人
た
る
学
者
た
ち
は
、
学
術
レ
ベ
ル

に
お
い
て
中
日
の
歴
史
問
題
の
解
決
に
尽
力
し
、
更
に
客
観
的
で
実
証

的
な
成
果
で
そ
の
他
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
歴
史
問
題
の
解
決
に
影
響
を
与

え
先
導
す
る
こ
と
こ
そ
、
そ
の
本
分
と
責
任
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に

「
士
は
以
て
弘
毅
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
任
重
く
し
て
道
遠
し
（
士
不

可
以
不
弘
毅
、
任
重
而
道
遠（

（
（

）」
で
あ
る
。

　
こ
の
意
義
か
ら
言
え
ば
、
田
中
仁
教
授
ら
は
歴
史
問
題
に
関
わ
る
思

考
と
対
話
の
た
め
に
、
二
一
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
問
題
に
関
す
る
見

解
を
政
治
史
の
系
譜
と
し
て
広
く
読
者
に
展
開
し
た
。
そ
の
現
実
的
関

心
の
学
術
的
本
意
は
敬
服
に
値
す
る
。
本
書
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
ま

ず
祝
賀
し
た
い
。

二
、�

学
術
レ
ベ
ル
に
お
い
て
歴
史
問
題
を
解
決
す
る�

方
法
に
つ
い
て

　
中
日
歴
史
問
題
の
学
術
的
解
決
に
つ
い
て
、
筆
者
は
主
に
政
治
学
と

歴
史
学
の
二
つ
の
方
法
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
政
治
学
は
主
に
国
内
政
治
と
国
際
政
治
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
に
着
目

し
、
歴
史
問
題
を
政
治
過
程
の
一
環
と
見
な
す
。
周
知
の
通
り
、

一
九
八
〇
年
代
以
来
の
中
日
間
の
歴
史
問
題
の
発
生
と
展
開
は
、
三
〇

年
間
の
中
日
両
国
の
国
内
政
治
の
進
展
過
程
と
不
可
分
で
あ
り
、
当
然

な
が
ら
冷
戦
後
期
と
冷
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
地
域
な
い
し
国
際
政
治
の
変

遷
の
産
物
で
も
あ
る
。
中
日
の
歴
史
問
題
が
ま
ず
政
治
レ
ベ
ル
で
現
れ

て
い
る
た
め
、
我
々
は
ま
ず
政
治
学
の
理
論
と
方
法
に
よ
っ
て
考
察
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
書
の
第
一
編
は
、
主
に
二
〇
世
紀
（
中
華
民
国
、
中
華
人
民
共
和

国
時
期
）
中
国
政
治
の
発
展
過
程
に
お
け
る
歴
史
の
語
り
と
現
代
中
国

の
「
平
和
共
存
」
外
交
過
程
で
の
「
歴
史
の
語
り
」
を
論
述
し
て
い
る
。

第
二
編
は
、
二
〇
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
世
界
に
立
脚
し
、
日
本
を
中
心
と

し
て
そ
の
ア
ジ
ア
「
構
想
」
過
程
に
お
け
る
歴
史
認
識
問
題
に
力
点
を

置
い
て
論
述
し
て
い
る
。
第
三
編
は
、
東
ア
ジ
ア
共
同
研
究
と
中
国
大

陸
、台
湾
地
区
と
韓
国
の
歴
史
認
識
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
論
述
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
章
節
の
構
成
と
論
述
の
順
序
は
、
編
者
が
国
内
政
治
と
国

際
（
ア
ジ
ア
）
政
治
の
分
野
か
ら
二
一
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
の
発
展
と
歴

史
問
題
を
総
合
的
に
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
体
現
し
て
お

り
、
そ
れ
は
「
思
索
と
対
話
の
た
め
の
政
治
史
論
」
の
趣
旨
を
形
成
し

て
い
る
。

　
一
人
の
歴
史
学
者
と
し
て
、
本
書
は
十
分
な
学
術
的
意
義
を
有
し
て

お
り
、
政
治
学
の
分
野
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
問
題
を
解
決
す
る

有
益
な
模
索
で
も
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
指
摘
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
本
書
の
第
二
編
に
お
い
て
戦
後
日
本
の

ア
ジ
ア
構
想
を
論
述
し
て
い
る
も
の
の
、
二
〇
世
紀
の
戦
前
・
戦
後
か
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ら
出
発
し
、
近
現
代
日
本
の
国
内
政
治
の
変
遷
過
程
を
踏
ま
え
て
日
本

国
内
の
歴
史
認
識
問
題
を
論
述
・
分
析
す
る
論
考
が
な
い
こ
と
が
惜
し

ま
れ
る
。

　
ア
ジ
ア
の
近
代
化
と
戦
後
東
ア
ジ
ア
経
済
の
急
成
長
の
「
先
導
者
」

と
し
て
の
近
現
代
日
本
は
、
ア
ジ
ア
の
歴
史
問
題
の
形
成
と
発
展
に
対

す
る
「
元
凶
」
で
あ
り
、「
張
本
人
」
で
も
あ
っ
た
。
戦
前
日
本
で
流

行
し
た
「
皇
国
史
観
」
と
戦
後
右
翼
勢
力
が
喧
伝
す
る
「
大
東
亜
戦
争

史
観
」
が
日
本
の
戦
争
責
任
と
歴
史
認
識
問
題
に
対
し
て
及
ぼ
す
影
響

は
、
軽
視
で
き
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
歴
史
認
識
問
題
は
、
主
に
日

本
の
国
内
政
治
の
要
素
と
過
程
の
表
れ
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
二
一
世

紀
の
中
国
と
日
本
な
い
し
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
認
識
問
題
を
探
求
す
る
場

合
、
も
し
も
日
本
側
の
戦
争
観
と
歴
史
認
識
問
題
を
論
じ
な
い
か
、
も

し
く
は
そ
れ
が
不
充
分
な
場
合
、「
真
の
認
識
」
に
到
達
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
現
在
の
日
本
の
学
界
で
の
こ
の
分
野
に

関
す
る
論
著
は
既
に
十
分
に
豊
富
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
く
ど
く
ど

述
べ
る
ま
で
も
な
い
。

　
こ
れ
以
外
に
、
筆
者
が
や
は
り
強
調
し
た
い
の
は
、
歴
史
問
題
を
歴

史
学
者
に
帰
す
る
必
要
性
と
歴
史
学
の
研
究
方
法
の
特
殊
な
意
義
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
も
歴
史
の
真
相
が
不
明
で
事
実
が
は
っ
き
り
し

な
い
場
合
、
そ
の
他
一
切
の
解
釈
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
生
命
力
を
持
た

な
い
空
虚
な
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
政
治
学
が
主
に
「
な
ぜ
」（w

hy?

）
や
ど
の
よ
う
に
（how

?

）
と

い
う
レ
ベ
ル
で
歴
史
問
題
を
紐
解
く
の
と
異
な
り
、
歴
史
学
者
は
主
に

「
何
が
」（w

hat?

）
と
い
う
レ
ベ
ル
で
歴
史
問
題
を
紐
解
く
。
ま
ず
歴

史
学
は
史
料
に
依
拠
し
て
史
実
を
構
築
し
、
さ
ら
に
史
実
を
通
し
て
歴

史
観
と
歴
史
認
識
を
形
成
し
、こ
れ
に
よ
り
歴
史
問
題
上
の「
常
識
」「
知

識
」
を
紐
解
き
、
そ
し
て
歴
史
認
識
上
の
「
良
識
」「
共
識
」
を
形
成

す
る
の
で
あ
る
（
許
育
銘
、
本
書
「
総
論
」
六
頁
）。

　
し
か
し
こ
こ
で
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
学
術
レ
ベ
ル
に
お
い

て
歴
史
学
の
方
法
に
よ
っ
て
歴
史
問
題
を
紐
解
く
場
合
、
中
国
と
日
本

の
歴
史
学
者
の
研
究
方
法
上
の
差
異
に
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
両
国
の
学
界
は
そ
れ
ぞ

れ
意
見
が
異
な
っ
て
い
る
。
今
は
亡
き
中
日
共
同
歴
史
研
究
の
首
席
委

員
で
あ
っ
た
歩
平
先
生
は
か
つ
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
中
国
と
日
本
の
学
術
レ
ベ
ル
で
の
対
話
は
、
両
国
の
歴
史
学
研
究
に

お
け
る
使
用
資
料
や
研
究
方
法
の
差
異
、
そ
し
て
歴
史
体
験
の
差
異
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
認
識
の
差
異
の
問
題
を
解
決
し
た
。

　
中
国
の
歴
史
学
界
は
、日
本
が
発
動
し
た
侵
略
戦
争
を
研
究
す
る
時
、

各
歴
史
事
件
間
の
関
連
に
比
較
的
注
目
し
、
表
面
上
は
孤
立
し
た
よ
う

に
見
え
る
現
象
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
努
め
る
。
例

え
ば
日
清
・
日
露
戦
争
か
ら
一
九
三
一
年
の
九
一
八
事
変
へ
の
発
展
、

あ
る
い
は
一
九
三
七
年
の
盧
溝
橋
事
件
が
反
映
す
る
日
本
の
大
陸
政
策

で
あ
る
。
一
方
、
日
本
の
歴
史
学
者
は
、
た
と
え
戦
争
の
侵
略
性
に
同

意
し
て
も
、
諸
々
の
事
件
が
発
生
し
た
時
の
具
体
的
な
主
観
的
・
客
観

的
原
因
を
研
究
規
範
と
し
て
重
視
す
る
。
例
え
ば
九
一
八
事
変
に
お
け

る
関
東
軍
・
軍
部
と
日
本
政
府
の
異
な
る
態
度
や
、
盧
溝
橋
事
件
勃
発

の
偶
発
的
要
素
等
で
あ
る
。

　
実
際
、
具
体
的
な
事
件
発
生
の
偶
然
性
と
国
家
関
係
の
行
方
の
必
然

_史学研究302.indb   76 19/04/10   15:26

　中日の歴史問題に関する思考―『二一世紀の東アジアと歴史問題』読後（臧）

（（

性
と
い
う
角
度
か
ら
見
た
場
合
、
独
自
性
と
共
通
性
と
い
う
歴
史
哲
学

の
レ
ベ
ル
か
ら
歴
史
問
題
を
研
究
す
る
こ
と
は
歴
史
学
が
追
求
す
る
理

想
的
な
モ
デ
ル
で
あ
る
。
異
な
る
国
家
の
学
者
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
側

面
を
強
調
す
る
が
、
歴
史
研
究
の
科
学
性
を
重
視
し
さ
え
す
れ
ば
、
研

究
方
法
の
差
異
は
学
術
交
流
と
綿
密
な
意
見
交
換
を
通
し
て
徐
々
に
接

近
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
面
に
お
い
て
、
日
本
の

学
者
は
、
一
つ
一
つ
の
具
体
的
な
事
実
に
注
目
し
て
研
究
す
る
こ
と
で

発
展
の
趨
勢
を
見
失
い
か
ね
な
い
と
い
う
問
題
に
気
づ
い
て
お
り
、
中

国
の
学
者
も
日
本
の
中
国
侵
略
の
計
画
性
と
一
貫
性
を
論
証
す
る
証
拠

資
料
に
対
す
る
詳
細
な
実
証
研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
い

始
め
て
い
る（

（
（

。
三
、�

歴
史
問
題
を
解
決
す
る
最
良
の
経
路�

―
国
際
共
同
研
究

　
歴
史
問
題
は
決
し
て
東
ア
ジ
ア
の
中
日
両
国
独
自
の
も
の
で
は
な

い
。第
二
次
世
界
大
戦
終
結
以
後
、世
界
で
は
多
く
の
国
や
地
域
で
様
々

な
歴
史
問
題
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
間
で
も
こ
の
問
題
を
解
決

す
る
経
路
や
方
法
を
模
索
し
て
い
た
。

　
一
九
五
〇
年
代
か
ら
、
二
度
の
世
界
大
戦
を
経
験
し
た
ド
イ
ツ
と
フ

ラ
ン
ス
と
の
間
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
教
科
書
を
共
同
で
編
纂
す
る
共

同
研
究
が
始
ま
り
、
二
〇
一
〇
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
す
る
三
冊
の
歴

史
教
科
書
を
完
成
さ
せ
た
。
ま
た
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
、
ド
イ
ツ
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
間
で
共
同
歴
史
教
科
書
の
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
徐
秀
麗
先
生
の
研
究
で
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
歴
史
問
題
に
関
す
る
経
験
は
中
日
両
国
と
類
似
性
が
あ
り
、

マ
ク
ロ
の
認
識
と
具
体
的
な
方
策
に
お
い
て
歴
史
研
究
と
教
科
書
編
纂

の
協
力
に
有
益
な
手
本
を
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
彼
女
は

同
時
に
こ
う
も
指
摘
し
て
い
る
。
中
日
の
歴
史
問
題
に
は
更
に
複
雑
な

歴
史
と
現
実
的
原
因
が
あ
り
、
多
く
の
方
面
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

経
験
を
模
倣
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
国
と
日
本
の
歴
史
問
題
の
解

決
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
参
加
し
て
創
造
性
に
溢
れ
た
研
鑽
が
必
要
で
あ

る（
（
（

。
　
こ
れ
以
外
に
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
を
構
成
し
て

い
た
各
共
和
国
の
間
で
、
ま
た
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
教

師
の
間
で
も
共
同
歴
史
教
科
書
の
編
纂
作
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
中
日
韓
三
国
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
経
験
を
手
本
と
し
て
共
同
歴
史
研
究
を
通
し
て
歴
史
問
題
を

解
決
す
る
各
種
の
努
力
を
行
っ
て
き
た
。

　
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
五
年
、
日
本
と
韓
国
の
間
で
政
府
主
導
の
共
同

歴
史
研
究
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
六
年
に
は
第
二
期
共
同
歴
史
研
究
が
実

施
さ
れ
た
。

　
ほ
ぼ
同
時
期
の
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
九
年
、
中
日
両
国
政
府
に
よ
る

共
同
歴
史
研
究
は
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
北
京
と
東
京
で
『
中
日
共

同
歴
史
研
究
報
告
』（
古
代
史
巻
、
近
代
史
巻
）
を
出
版
し
た（

（
（

。

　
中
日
韓
三
国
の
政
府
に
よ
る
共
同
歴
史
研
究
と
並
行
し
て
、
三
国
の

民
間
の
歴
史
学
者
と
教
育
者
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
近
現
代

歴
史
教
科
書
の
共
同
編
集
作
業
を
開
始
し
、
二
〇
〇
五
年
に
『
東
亜
三
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性
と
い
う
角
度
か
ら
見
た
場
合
、
独
自
性
と
共
通
性
と
い
う
歴
史
哲
学

の
レ
ベ
ル
か
ら
歴
史
問
題
を
研
究
す
る
こ
と
は
歴
史
学
が
追
求
す
る
理

想
的
な
モ
デ
ル
で
あ
る
。
異
な
る
国
家
の
学
者
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
側

面
を
強
調
す
る
が
、
歴
史
研
究
の
科
学
性
を
重
視
し
さ
え
す
れ
ば
、
研

究
方
法
の
差
異
は
学
術
交
流
と
綿
密
な
意
見
交
換
を
通
し
て
徐
々
に
接

近
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
面
に
お
い
て
、
日
本
の

学
者
は
、
一
つ
一
つ
の
具
体
的
な
事
実
に
注
目
し
て
研
究
す
る
こ
と
で

発
展
の
趨
勢
を
見
失
い
か
ね
な
い
と
い
う
問
題
に
気
づ
い
て
お
り
、
中

国
の
学
者
も
日
本
の
中
国
侵
略
の
計
画
性
と
一
貫
性
を
論
証
す
る
証
拠

資
料
に
対
す
る
詳
細
な
実
証
研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
い

始
め
て
い
る（

（
（

。
三
、�

歴
史
問
題
を
解
決
す
る
最
良
の
経
路�

―
国
際
共
同
研
究

　
歴
史
問
題
は
決
し
て
東
ア
ジ
ア
の
中
日
両
国
独
自
の
も
の
で
は
な

い
。第
二
次
世
界
大
戦
終
結
以
後
、世
界
で
は
多
く
の
国
や
地
域
で
様
々

な
歴
史
問
題
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
間
で
も
こ
の
問
題
を
解
決

す
る
経
路
や
方
法
を
模
索
し
て
い
た
。

　
一
九
五
〇
年
代
か
ら
、
二
度
の
世
界
大
戦
を
経
験
し
た
ド
イ
ツ
と
フ

ラ
ン
ス
と
の
間
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
教
科
書
を
共
同
で
編
纂
す
る
共

同
研
究
が
始
ま
り
、
二
〇
一
〇
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
す
る
三
冊
の
歴

史
教
科
書
を
完
成
さ
せ
た
。
ま
た
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
、
ド
イ
ツ
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
間
で
共
同
歴
史
教
科
書
の
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
徐
秀
麗
先
生
の
研
究
で
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
歴
史
問
題
に
関
す
る
経
験
は
中
日
両
国
と
類
似
性
が
あ
り
、

マ
ク
ロ
の
認
識
と
具
体
的
な
方
策
に
お
い
て
歴
史
研
究
と
教
科
書
編
纂

の
協
力
に
有
益
な
手
本
を
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
彼
女
は

同
時
に
こ
う
も
指
摘
し
て
い
る
。
中
日
の
歴
史
問
題
に
は
更
に
複
雑
な

歴
史
と
現
実
的
原
因
が
あ
り
、
多
く
の
方
面
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

経
験
を
模
倣
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
国
と
日
本
の
歴
史
問
題
の
解

決
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
参
加
し
て
創
造
性
に
溢
れ
た
研
鑽
が
必
要
で
あ

る（
（
（

。
　
こ
れ
以
外
に
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
を
構
成
し
て

い
た
各
共
和
国
の
間
で
、
ま
た
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
教

師
の
間
で
も
共
同
歴
史
教
科
書
の
編
纂
作
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
中
日
韓
三
国
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
経
験
を
手
本
と
し
て
共
同
歴
史
研
究
を
通
し
て
歴
史
問
題
を

解
決
す
る
各
種
の
努
力
を
行
っ
て
き
た
。

　
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
五
年
、
日
本
と
韓
国
の
間
で
政
府
主
導
の
共
同

歴
史
研
究
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
六
年
に
は
第
二
期
共
同
歴
史
研
究
が
実

施
さ
れ
た
。

　
ほ
ぼ
同
時
期
の
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
九
年
、
中
日
両
国
政
府
に
よ
る

共
同
歴
史
研
究
は
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
北
京
と
東
京
で
『
中
日
共

同
歴
史
研
究
報
告
』（
古
代
史
巻
、
近
代
史
巻
）
を
出
版
し
た（

（
（

。

　
中
日
韓
三
国
の
政
府
に
よ
る
共
同
歴
史
研
究
と
並
行
し
て
、
三
国
の

民
間
の
歴
史
学
者
と
教
育
者
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
近
現
代

歴
史
教
科
書
の
共
同
編
集
作
業
を
開
始
し
、
二
〇
〇
五
年
に
『
東
亜
三
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（（

国
的
近
現
代
史
』
を
出
版
し
た
。
さ
ら
に
翌
二
〇
〇
六
年
以
降
も
共
同

研
究
を
継
続
し
、
二
〇
一
三
年
に
は
『
跨
越
国
境
的
東
亜
近
現
代
史
』

（
上
、
下
）
を
出
版
し
た（

（1
（

。

　
二
〇
〇
〇
年
に
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
・
中
国
の
三
国
の
学
者
を
中
心

に
中
日
戦
争
に
関
す
る
国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
織
さ
れ
、

二
〇
〇
二
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
二
〇
〇
四
年
に
ハ
ワ
イ
、

二
〇
〇
六
年
に
東
京
、
二
〇
〇
九
年
に
重
慶
で
四
度
の
国
際
学
術
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、
三
国
で
そ
れ
ぞ
れ
会
議
論
文
集
を

出
版
し
た（

（（
（

。

　
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
時
に
、
主
に
日
本
と
中
国
の
若
い
歴
史
学
者
の
間
で

近
現
代
中
日
関
係
史
を
め
ぐ
る
対
話
と
共
同
研
究
が
行
わ
れ
、
三
冊
の

会
議
論
文
集
が
出
版
さ
れ
た（

（1
（

。

　
中
国
大
陸
と
台
湾
の
歴
史
学
者
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
「
両
岸
新
編

中
国
近
代
史
」
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
二
〇
一
六
年
に
そ
の

晩
清
巻
、
民
国
巻
を
出
版
し
た（

（1
（

。
中
国
大
陸
・
台
湾
・
香
港
・
マ
カ
オ

の
学
者
た
ち
は
中
華
民
国
史
の
個
別
テ
ー
マ
に
関
す
る
共
同
研
究
を
行

い
、二
〇
一
五
年
に
一
八
巻
の
著
作
を
出
版
し
た（

（1
（

。こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
な
か
で
中
国
の
学
者
た
ち
は
、
抗
日
戦
争
に
関
わ
る
歴
史
問
題

に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
二
一
世
紀
的
状
況
は
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
政
府
と

民
間
の
各
種
レ
ベ
ル
、
各
種
形
式
と
内
容
の
異
な
る
共
同
研
究
を
通
し

て
、
歴
史
認
識
あ
る
い
は
教
科
書
や
中
日
戦
争
等
の
歴
史
問
題
の
分
野

に
お
い
て
「
同
意
は
で
き
な
い
が
理
解
で
き
る
」
と
い
う
寛
容
原
則
に

も
と
づ
き
、
国
や
国
境
を
越
え
た
国
際
的
な
共
通
認
識
を
徐
々
に
構
築

し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
趨
勢
と
潮
流
は
、
我
々

が
大
い
に
広
め
る
価
値
を
有
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
は
学
術
レ
ベ

ル
か
ら
中
国
と
日
本
の
歴
史
問
題
を
解
決
す
る
最
も
良
い
経
路
で
あ
る

か
ら
で
あ
り
、
歴
史
の
和
解
を
徐
々
に
実
現
し
、
未
来
に
お
い
て
東
ア

ジ
ア
世
界
に
人
類
の
運
命
共
同
体
を
建
設
す
る
有
益
な
試
み
で
も
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　「
路
は
漫
漫
と
其
れ
修
遠
な
り
、吾
将
に
上
下
し
て
探
し
求
め
る
（
路

漫
漫
其
修
遠
兮
、吾
将
上
下
而
求
索（

（1
（

）」。
本
書
は
、「
天
花
阪
」（
中
国
・

南
開
大
学
、
台
湾
・
東
華
大
学
、
日
本
・
大
阪
大
学
）
と
韓
国
・
ソ
ウ

ル
大
学
の
政
治
学
者
と
歴
史
学
者
ら
に
よ
る
長
い
年
月
を
か
け
た
共
同

研
究
の
成
果
で
あ
る（

（1
（

。
そ
の
二
一
世
紀
に
ア
ジ
ア
共
同
体
を
構
築
す
る

と
い
う
目
標
の
た
め
に
、
国
際
共
同
研
究
を
通
し
て
学
術
で
東
ア
ジ
ア

の
歴
史
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
精
神
は
、
と
く
に
賞
賛
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。

註（
1
）　
筆
者
は
、
甲
午
戦
争
以
前
の
半
世
紀
に
お
い
て
中
日
関
係
は
平
等
的

競
争
の
局
面
に
あ
り
、
そ
の
後
の
半
世
紀
は
不
平
等
の
局
面
に
あ
っ
た

と
し
て
い
る
（
拙
文
「
甲
午
戦
争
与
近
代
中
日
関
係
的
転
折
」『
歴
史

教
学
（
高
校
版
）』
二
〇
一
五
年
第
八
期
）。

　（
（
）　
歩
平
「
抗
戦
勝
利
後
対
日
本
的
戦
後
処
理
与
中
日
歴
史
問
題
」『
歴

史
教
学
』
二
〇
一
六
年
第
一
期
。

　（
（
）　
主
要
な
代
表
作
と
し
て
、
歩
平
「
中
日
共
同
歴
史
研
究
中
的
理
論
与

方
法
問
題
」『
抗
日
戦
争
研
究
』
二
〇
一
一
年
第
一
期
、「
中
日
歴
史
問

題
的
対
話
空
間
―
関
於
中
日
歴
史
共
同
研
究
的
思
考
」『
世
界
歴
史
』
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（（

二
〇
一
一
年
第
六
期
、「
再
論
中
日
共
同
歴
史
研
究
的
空
間
」『
社
会
科

学
戦
線
』
二
〇
一
五
年
第
七
期
、
歩
平
主
編
『
中
日
歴
史
問
題
与
中
日

関
係
』
団
結
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
が
あ
る
。

　（
（
）　
服
部
龍
二
『
日
中
歴
史
認
識
―
「
田
中
上
奏
文
」
を
め
ぐ
る
相
剋
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
。
同
『
外
交
ド
キ
ュ
メ
ン
ト 

歴
史

認
識
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
。

　（
（
）　
波
多
野
澄
雄
著
、
馬
静
訳
『
国
家
与
歴
史
―
戦
後
日
本
的
歴
史
問
題
』

社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
。

　（
（
）　（
訳
者
注
）「
士
人
は
お
お
ら
か
で
強
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
任
務

は
重
た
く
て
道
は
遠
い
」（
金
谷
治
訳
注
『
論
語
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
、
一
五
六
頁
）。

　（
（
）　
歩
平
「
重
視
両
個
区
別
：
関
於
中
日
歴
史
問
題
的
研
究
方
法
」『
安

徽
師
範
大
学
学
報
（
人
文
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
五
年
第
四
期
。

　（
（
）　
徐
秀
麗
「
欧
州
経
験
対
解
決
中
日
歴
史
問
題
的
啓
示
与
及
其
局
限
」

『
抗
日
戦
争
研
究
』
二
〇
〇
九
年
第
二
期
。

　（
（
）　
北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
東
京
：
勉
誠
出
版
。

　（
10
）　
北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
六
月
版
、
二
〇
一
三

年
二
月
版
。

　（
11
）　
中
国
側
が
出
版
し
た
論
文
集
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
楊
天
石
・
庄

建
平
編
『
中
日
戦
争
国
際
共
同
研
究
之
一
―
戦
時
中
国
各
地
区
』、
楊

天
石
・
臧
運
祜
編
『
中
日
戦
争
国
際
共
同
研
究
之
二
―
戦
略
与
歴
次
戦

役
』、
楊
天
石
・
黄
道
炫
編
『
中
日
戦
争
国
際
共
同
研
究
之
三
―
戦
時

中
国
的
社
会
与
文
化
』、
楊
天
石
・
候
中
軍
編
『
中
日
戦
争
国
際
共
同

研
究
之
四
―
戦
時
国
際
関
係
』、
北
京
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
一
年
版
。

　（
1（
）　
中
国
語
版
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
劉
傑
・
川
島
真
・
楊
大
慶
編
『
跨

越
国
境
的
歴
史
認
識
―
来
自
日
本
学
者
及
海
外
中
国
学
者
的
視
角
』、

劉
傑
・
川
島
真
編
『
一
九
四
五
年
的
歴
史
認
識—

囲
繞
「
終
戦
」
的
中

日
対
話
嘗
試
』、
劉
傑
・
川
島
真
編
『
対
立
与
共
存
的
歴
史
認
識—

日

中
関
係
一
五
〇
年
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、

二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
五
年
版
。

　（
1（
）　
王
建
朗
・
黄
克
武
編
『
両
岸
新
編
中
国
近
代
史
』
晩
清
巻
（
上
、
下
）、

民
国
巻
（
上
、
下
）、
北
京
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
。

　（
1（
）　
張
憲
文
、
張
玉
法
主
編
『
中
華
民
国
専
題
史
』（
全
一
八
巻
）
南
京

大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
三
月
版
。

　（
1（
）　（
訳
者
注
）「
道
は
狭
く
て
果
て
し
な
く
長
い
け
れ
ど
も
、
限
り
な
く

真
理
を
探
求
し
続
け
よ
う
。」
中
国
戦
国
時
代
の
楚
の
政
治
家
・
詩
人

で
あ
っ
た
屈
原
の
代
表
的
な
長
編
詩
「
離
騒
」
の
第
九
七
句
。

　（
1（
）　（
訳
者
注
）
国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
現
代
中
国
と
東
ア
ジ
ア
の
新
環
境
」
は
、

天
津
・
南
開
大
学
歴
史
学
院
、
花
蓮
・
東
華
大
学
歴
史
学
系
、
大
阪
大
学
・

中
国
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
同
主
催
と
し
て
二
〇
〇
七
年
か
ら
毎
年
開

催
し
て
き
た
。

（
ぞ
う
・
う
ん
こ
、
北
京
大
学
・
歴
史
学
系
教
授
）

（
和
田
英
男

　
訳
）
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（（

二
〇
一
一
年
第
六
期
、「
再
論
中
日
共
同
歴
史
研
究
的
空
間
」『
社
会
科

学
戦
線
』
二
〇
一
五
年
第
七
期
、
歩
平
主
編
『
中
日
歴
史
問
題
与
中
日

関
係
』
団
結
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
が
あ
る
。

　（
（
）　
服
部
龍
二
『
日
中
歴
史
認
識
―
「
田
中
上
奏
文
」
を
め
ぐ
る
相
剋
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
。
同
『
外
交
ド
キ
ュ
メ
ン
ト 

歴
史

認
識
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
。

　（
（
）　
波
多
野
澄
雄
著
、
馬
静
訳
『
国
家
与
歴
史
―
戦
後
日
本
的
歴
史
問
題
』

社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
。

　（
（
）　（
訳
者
注
）「
士
人
は
お
お
ら
か
で
強
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
任
務

は
重
た
く
て
道
は
遠
い
」（
金
谷
治
訳
注
『
論
語
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
、
一
五
六
頁
）。

　（
（
）　
歩
平
「
重
視
両
個
区
別
：
関
於
中
日
歴
史
問
題
的
研
究
方
法
」『
安

徽
師
範
大
学
学
報
（
人
文
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
五
年
第
四
期
。

　（
（
）　
徐
秀
麗
「
欧
州
経
験
対
解
決
中
日
歴
史
問
題
的
啓
示
与
及
其
局
限
」

『
抗
日
戦
争
研
究
』
二
〇
〇
九
年
第
二
期
。

　（
（
）　
北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
東
京
：
勉
誠
出
版
。

　（
10
）　
北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
六
月
版
、
二
〇
一
三

年
二
月
版
。

　（
11
）　
中
国
側
が
出
版
し
た
論
文
集
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
楊
天
石
・
庄

建
平
編
『
中
日
戦
争
国
際
共
同
研
究
之
一
―
戦
時
中
国
各
地
区
』、
楊

天
石
・
臧
運
祜
編
『
中
日
戦
争
国
際
共
同
研
究
之
二
―
戦
略
与
歴
次
戦

役
』、
楊
天
石
・
黄
道
炫
編
『
中
日
戦
争
国
際
共
同
研
究
之
三
―
戦
時

中
国
的
社
会
与
文
化
』、
楊
天
石
・
候
中
軍
編
『
中
日
戦
争
国
際
共
同

研
究
之
四
―
戦
時
国
際
関
係
』、
北
京
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
一
年
版
。

　（
1（
）　
中
国
語
版
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
劉
傑
・
川
島
真
・
楊
大
慶
編
『
跨

越
国
境
的
歴
史
認
識
―
来
自
日
本
学
者
及
海
外
中
国
学
者
的
視
角
』、

劉
傑
・
川
島
真
編
『
一
九
四
五
年
的
歴
史
認
識—

囲
繞
「
終
戦
」
的
中

日
対
話
嘗
試
』、
劉
傑
・
川
島
真
編
『
対
立
与
共
存
的
歴
史
認
識—

日

中
関
係
一
五
〇
年
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、

二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
五
年
版
。

　（
1（
）　
王
建
朗
・
黄
克
武
編
『
両
岸
新
編
中
国
近
代
史
』
晩
清
巻
（
上
、
下
）、

民
国
巻
（
上
、
下
）、
北
京
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
。

　（
1（
）　
張
憲
文
、
張
玉
法
主
編
『
中
華
民
国
専
題
史
』（
全
一
八
巻
）
南
京

大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
三
月
版
。

　（
1（
）　（
訳
者
注
）「
道
は
狭
く
て
果
て
し
な
く
長
い
け
れ
ど
も
、
限
り
な
く

真
理
を
探
求
し
続
け
よ
う
。」
中
国
戦
国
時
代
の
楚
の
政
治
家
・
詩
人

で
あ
っ
た
屈
原
の
代
表
的
な
長
編
詩
「
離
騒
」
の
第
九
七
句
。

　（
1（
）　（
訳
者
注
）
国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
現
代
中
国
と
東
ア
ジ
ア
の
新
環
境
」
は
、

天
津
・
南
開
大
学
歴
史
学
院
、
花
蓮
・
東
華
大
学
歴
史
学
系
、
大
阪
大
学
・

中
国
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
同
主
催
と
し
て
二
〇
〇
七
年
か
ら
毎
年
開

催
し
て
き
た
。

（
ぞ
う
・
う
ん
こ
、
北
京
大
学
・
歴
史
学
系
教
授
）

（
和
田
英
男

　
訳
）
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